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総 括 質 疑 並 び に 一 般 質 問（ 個 人 質 問 ） 

 

【質問日】令和５年１２月１１日（月） 

 

質問 

順位 
質 問 者 質 問 事 項 

８ 中島由美子 １ 本市の医療的ケア児、重症心身障害児等の支援は十分か。 

⑴ 医療的ケア児や重症心身障害児の数の把握は 

⑵ 療育など重症心身障害児等が受け入れられていない現状はないか。 

⑶ 療育施設等に重症心身障害児を受け入れられる枠を増やす考えはない

か。 

⑷ 重症心身障害児や医療的ケア児をもつ保護者に対するケアは十分か。 

２ 「こども誰でも通園制度（仮称）」導入について、本市の状況は 

⑴ 生後６箇月から２歳までの未就園児数は 

⑵ 保育園等の一時預かりの現状は 

⑶ 本市でも育児負担軽減策として早期導入を 

３ 本市の第二次世界大戦の歴史把握は 

⑴ 本市にはどのような第二次世界大戦の歴史があるか。 

⑵ 滄浪国民学校の慰霊祭の現状は 

⑶ 川内歴史資料館の企画展以外での戦争に対する歴史周知を 

４ 本市の不登校の現状克服に向けて 

⑴ 不登校の現状と対策など、スマイルルームや各学校等における取組状

況は 

⑵ 居場所づくりと多くの方々が関わる仕組みづくりはできないか。 

⑶ 気軽に相談できる窓口を 

９ 帯 田 裕 達 １ マルチ医療ＤＸ事業について問う。 

⑴ マルチ医療ＤＸ事業の具体的概要は 

⑵ 本事業のメリットとは 

ア 市民にとってのメリット 

イ 医療施設等、各施設にとってのメリット 

⑶ 加入者・加入施設の増加に向けて 

ア 加入者数・加入施設数の目標値は 

イ 加入者・加入施設増加のための方策は 

ウ 「かごネット」の広報の在り方は 

⑷ 各施設の費用負担は 

⑸ 全国医療情報プラットフォームとの関連性は 

⑹ 各医療機関の電子カルテについて 

ア 各医療機関の電子カルテの導入状況は 

イ 収集されたデータのＥＢＰＭへの活用は 

⑺ オンライン診療や医療ＭａａＳサービスの活用は 

２ 認知症対策について問う。 

⑴ 認知症基本法の成立を受けた、本市の今後の認知症対策は 

⑵ 認知症施策推進計画を策定する考えはないか。 

⑶ 認知症高齢者向けの賠償責任保険を導入する考えはないか。 

３ 令和コミュニティトークについて問う。 
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⑴ 市民と市長との対話の場としての「令和コミュニティトーク」の課題は 

⑵ 市民の参加者が少ないように思われるが、その対策は 

⑶ 地区ごとに開催できないか。 

４ テレビの難視聴について問う。 

⑴ 共聴組合数と加入世帯数を問う。 

⑵ 共聴組合の課題を問う。 

⑶ 市として共聴組合への支援はできないか。 

１０ 落 口 久 光 １ 市民通報レポートの運用状況を確認する。 

⑴ 導入してからのシステムでの通報件数と従来窓口の受付件数はどうか。 

⑵ システムの周知はどうしているか。強化の必要性はないか。 

⑶ システムの利便性の改善をするべきだと思うが、考えを確認する。 

２ 少子化の打開策の考えを伺う。 

⑴ 本年及び本年度の出生数の見通しを確認する。 

⑵ 現状の少子化対策事業の拡充の考えは 

⑶ こども家庭庁を交えた打開策の検討はどうか。 

⑷ 電源交付金を使った保育料完全無料化実証事業の考えは 

３ 市道の安全確保の考えについて 

⑴ 可愛地区後牟田の五差路交差点の対策を確認する。 

⑵ 土地取得などの問題もあるでしょう。まずは歩道の確保から始めよう。 

⑶ 市道風口・山田島線の安全確保に対する市の方針は 

４ レガッタ大会への取組と、川内川を活用した振興策を確認する。 

⑴ 本年度開催の全国市町村交流レガッタ下諏訪大会に参加した市長の感想と、

来年度の薩摩川内大会に向けた意気込みを伺う。 

⑵ 来年度の薩摩川内大会を盛り上げる秘策はあるか。 

⑶ 川内レガッタ早慶戦の扱いが小さいように感じるが、告知の在り方は。ま 

た、更に大きなイベントに拡充できないのか。 

⑷ 優良な競技環境を利用した早慶チーム等の合宿誘致及びレガッタ競技を活

用したまちおこしの考えはないか。 

１１ 井 上 勝 博 １ イスラエルによるパレスチナ・ガザ地区への攻撃について、市長の見解は 

２ 川内原発２０年運転延長について、次の点で市長の考えを聞きたい。 

⑴ 原発の異質の危険について 

⑵ 原発のコストについて 

⑶ 核廃棄物の処理について 

⑷ 再生可能エネルギー普及の障害になっていないか。 

⑸ 新規制基準を守らない九電の姿勢について 

⑹ 九電は安全協定を守っているか。 

３ 学校施設の屋内運動場の照明使用料について 

⑴ 実費相当分とは 

⑵ 近隣他市の状況は 

⑶ 減免の取扱いの検討状況は 

４ 学校施設の維持管理については市が責任を持ち、「奉仕活動」、「愛校活動」

の廃止を 

・ ある学校では、奉仕作業を欠席すると２，０００円の罰金制度がある。罰 

金制度は廃止し、学校施設の維持・管理は市の責任で行うべきではないか。 

５ 学校給食に関して 

⑴ 子どもたちの給食時間を十分に取れるように見直しを 
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⑵ 学校給食費の無償化について 

ア 文部科学省の学校給食費に関する調査「学校給食費の無償化の実施状況」

によれば、無償化による成果の例として「栄養バランスの良い食事の摂取 

や残食を減らす意識の向上」があるなどとしている。どう思うか。 

イ １９５１年３月１９日の参議院文部委員会で、辻田力初等中等教育局長 

の答弁で、給食費も無償化したい旨の答弁をしていることについてどう思 

うか。 

ウ 子どもには学び成長する権利があると思わないか。それならば、親の責 

任だけでなく社会全体として子どもの権利を守ることが必要ではないか。 

よって、給食費も無償化すべき。 

６ 交通弱者のためのタクシー補助制度の導入について 

・ 埼玉県鴻巣市の「ひなちゃんタクシー」は、高齢者や障害者等のタクシー 

料金の補助をするというもの。本市でも導入できないか。 

 


